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きた背景や, 送粉動物の行動原理, 生物間相互作用が生態系の中で果たす役割について研究している． 
分析化学, 環境化学, 電気化学, バイオセンサー, バイオアッセイ, 腐植化学(倉光) 
環境汚染物質などの化学物質の濃度や毒性を定量するための新しい分析法やセンサー, バイオアッセイを開
発し, それらを利用した水環境汚染などの評価に取り組んでいる．例えば, 電極や光ファイバーを用いたケミカ





気中微生物(バイオエアロゾル)の時空間的動態に関する研究に取り組み, 季節, 標高, エアロゾルの粒径, 気象
条件, 大気汚染状況による細菌や真菌の群集構造の差異について把握を目指している．現在, 国内外のいくつか






































雪氷学, 結晶成長学, 表面物理学(島田) 
 雪や氷などの結晶成長に関する実験的研究を行っており, 特に過冷却水から成長する氷結晶の形態形成機











目指した研究を行なっている．また, 国内の重要な水産資源 (アコヤ真珠やトラフグ) の保全も行っている. 
具体的には,  
(１) ムラサキイガイ, ムラサキインコガイ, ウニを用いた沿岸域海水系のバイオアッセイの開発,  
(２) 重油分解菌やセルロース分解菌, 海藻分解菌の探索とキャラクタリゼーション,  




(３) 真珠形成母貝アコヤガイの細菌感染症に関する研究,  
(４) 微生物が産生する遊離アミノ酸がトラフグの産卵回遊を促すのか,  
























人間活動に伴って水環境(河川, 湖, 用水, 海)に排出された化学物質の形態別の濃度を測定して, その動態を
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(代表者) 酒德昭宏, (分担者)上田 宏, 松原 創, 鈴木信雄(金沢大学), 沖野龍文(北海道大学) 
6. 生態系間をつなぐ羽化水生昆虫の移動をSr同位体比により推定する, 
公益財団法人クリタ水・環境科学振興財団, 




(代表者) 太田民久,  
8. Quantification of the material transport between the Kuroshio and marginal seas using multiple 
tracers, 
弘前大学 被ばく医療総合研究所, 








(代表者) 太田民久,  
11. 地熱有効利用を目的としたスケールセンシングに関する技術指導, 
栗田工業(株), 
(代表者) 倉光英樹,  






(代表者) 鹿児島渉悟,  
13. マルチトレーサーによる縁辺海－黒潮間の物質輸送の定量, 
愛媛大学, 




(代表者) 青木一真,  
15. 九州大学応用力学研究所共同研究：代表「九州北部地方におけるエアロゾルの光学的特性の長期変動」, 
九州大学応用力学研究所, 
(代表者) 青木一真,  
16. 国際共同研究体制の構築：地球温暖化に起因する東シナ海の成層構造と物質循環の変化に関する研究, 
九州大学応用力学研究所, 
(代表者) 張 勁, (分担者) 遠藤 貴洋 (九州大学応用力学研究所) 
17. 根系の三次元形態の評価を通じた低重力植物栽培条件の最適化, 
宇宙航空研究開発機構(JAXA), 
(代表者)唐原一郎, (分担者) 蒲池浩之 
18. 積雪内における融雪水の非一様流下過程に関する研究, 
国立研究開発法人森林研究・整備機構, 
(代表者) 島田 亙,  
19. 雪えくぼの発生条件とその形状に関する研究(その２), 
国立研究開発法人防災科学技術研究所, 
(代表者) 島田 亙,  
20. 東シナ海外部陸棚域における貧酸素水塊の拡大とその生態系への影響, 
公益財団法人海洋化学研究所, 
(代表者) 張 勁,  
21. 放射性核種を化学トレーサーに用いた海底湧水による沿岸海域への水・物質輸送状況の解明, 
医療部門高度被ばく医療センター福島再生支援研究部, 




(代表者) 張 勁, (分担者) 長尾誠也 (金沢大学) 
■学術関係受賞 












 青木一真, 東京理科大学研究推進機構 客員教授 
 青木一真, 富山県山岳遭難対策協議会 理事 
 青木一真, 富山県環境審議会専門部会 専門員 
 青木一真, 富山県富山東高等学校自然科学コース発表会 審査委員 
 青木一真, 第８回北信越地区自然科学部研究発表会 審査委員 
 青木一真, 富山県高等学校自然科学部研究発表会 審査委員長 
 青木一真, 国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構「地球観測に関する科学アドバイザリ委員会」分
科会メンバー 
 青木一真, 富山県環境影響評価技術審査会 委員 
 青木一真, 金沢大学環日本海域環境研究センター 共同研究員 
 石井 博, 北海道大学 非常勤講師 
 太田民久, 日本生態学会大会企画委員会 シンポジウム部会員 
 柏木健司, 富山地学会 副会長 
 柏木健司, 富山県古生物研究会 副会長 
 柏木健司, くろべ水の少年団指導者協議会 くろべ水の少年団 第1回「結団式」講師 
 柏木健司, くろべ水の少年団指導者協議会 くろべ水の少年団 第2回「黒部川下流部調査など」講師 
 柏木健司, 富山市八尾化石資料館 海韻館 企画展「海の中の宝石－微化石：化石になったプランクト
ン－」展示協力(7月22日～8月31日) 
 柏木健司, くろべ水の少年団指導者協議会 くろべ水の少年団 第3回「黒部川中流部調査など」講師 
 柏木健司, くろべ水の少年団指導者協議会 くろべ水の少年団 第4回「黒部川上流部調査」講師 
 倉光英樹, 富山県環境審議会専門部会 専門員 
 倉光英樹, 富山市産業廃棄物処理施設審査会 委員 
 島田 亙 , 富山県総合雪対策推進会議 委員 
 島田 亙 , 富山県生活環境文化部自然保護課 立山地区雪崩安全対策研究会 委員 
 島田 亙 , 公益社団法人 日本雪氷学会 雪氷編集委員会 論文担当委員    
 島田 亙 , 公益社団法人 日本雪氷学会 雪氷物性分科会 監事 
 島田 亙 , 公益社団法人 日本雪氷学会 北信越支部 幹事 
 田中大祐, 公益社団法人日本水環境学会中部支部 役員(理事) 
 田中大祐, 日本水環境学会 2020年度委員 
 田中大祐, 富山県「消費・安全対策交付金」第三者評価委員 
 田中大祐, 富山県流域下水道指定管理者評価委員 
 田中大祐, 富山県衛生研究所 富山県安全監視委員会 委員 
 田中大祐, 金沢大学環日本海域環境研究センター教育関係共同利用拠点運営委員会 委員 
 田中大祐, 第8回 北信越地区高等学校自然科学部研究発表会 審査員 
 張 勁, 砺波市地下水・水質保全等検討委員会 委員 
 張 勁, 日本海洋学会 沿岸海洋研究会委員会 委員 
 張 勁, 公益財団法人とやま国際センター 日本海学推進機構 運営委員 
 張 勁, 富山テレビ放送株式会社 「海と日本PROJECT in 富山県」実行委員会 
 張 勁, 富山県 とやま21世紀水ビジョン推進会議 委員 
 張 勁, 日本学術会議 連携会員 
 張 勁, 富山県 富山県河川整備計画検討委員会 委員 
 張 勁, 長崎大学水産学部 附属練習船長崎丸共同利用運営協議会 委員 
 張 勁, 公益財団法人環日本海環境協力センター 理事 
 張 勁, 公益財団法人 国際エメックスセンター 派遣学生の選考ならびに指導(委員) 
 張 勁, 公益財団法人 国際エメックスセンター 科学政策委員会 委員 
 張 勁, 一般社団法人日本地球化学会 理事 




 張 勁,  SCOR(副議長) 
 張 勁,  IOC/WESTPAC WG06-Marginal Seas (議長) 
 張 勁,  Geochemical Society Nominations Committee委員 
 張 勁, 日本海洋学会 評議員 
 張 勁, 日本海学推進機構事務局 富山湾の魅力体験親子教室 講師 
 堀川恵司, 千葉大学大学院 非常勤講師 
 堀川恵司, 高岡高校(探究科学科)課題研究の指導助言 
 堀川恵司, 公益財団法人 とやま国際センター日本海学推進機構 富山湾の魅力体験親子教室 講師 
 横畑泰志, 一般財団法人自然環境研究センター 絶滅のおそれのある野生生物の選定・評価検討会哺
乳類分科会 委員 
 横畑泰志, 一般社団法人日本哺乳類学会 理事 
 横畑泰志, 一般社団法人日本哺乳類学会 「哺乳類科学」編集委員 
 横畑泰志, 一般社団法人日本哺乳類学会 哺乳類保護管理専門委員会 委員 
 横畑泰志, 一般社団法人日本哺乳類学会 分類群名・標本検討委員会 委員 
 横畑泰志, 一般社団法人日本哺乳類学会 哺乳類保護管理委員会レッドリスト検討作業部会 部会員 
 横畑泰志, 一般社団法人日本哺乳類学会 哺乳類保護管理委員会外来動物検討作業部会 部会員 
 横畑泰志, 日本野生動物医学会 評議員 
 横畑泰志, 一般社団法人日本生態学会 自然保護専門委員会 委員(寄生生物担当) 
 横畑泰志, 一般社団法人日本生態学会 自然保護専門委員会魚釣島問題アフターケア委員会 委員長 
 横畑泰志, 一般社団法人日本生態学会 自然保護専門委員会外来種問題検討作業部会 部会員 
 横畑泰志, 一般社団法人富山大学出版会 理事 
 横畑泰志, 富山大学生活協同組合 理事長 
 横畑泰志, アースデイとやま2020-2021実行委員会 実行委員長 
 横畑泰志, 特定非営利活動法人立山自然保護ネットワーク 理事長 
 横畑泰志, 日本科学者会議富山支部 幹事 
 横畑泰志, 全国大学生協連合会 全国教職員委員 
 横畑泰志, 大学生協事業連合 関西・北陸ブロック副理事長 
 横畑泰志, 大学生協事業連合 関西・北陸ブロック運営委員 
 横畑泰志, 一般社団法人環境市民プラットフォームとやま 理事 
 横畑泰志, 一般社団法人富山大学出版会理事 理事 
 
■学内運営, 学内活動 
 青木一真, 地域連携推進機構 生涯学習部門 公開講座専門委員会 委員 
 青木一真, 理学部 自己点検評価委員会 委員 
 青木一真, 理学部 広報委員会 委員長 
 青木一真, 理学部 広報委員会 高大連携部会 部会長 
 青木一真, 大学戦略支援室 室員 
 青木一真, 教育・学生支援機構教育推進センター学芸員養成科目専門会議 委員 
 青木一真, 富山大学・立山施設管理運営 
 石井  博, 理学部 学生生活委員会 副委員長 
 太田民久, 理学部 広報委員会 情報・広報部会 委員 
 太田民久, 理学部活動報告2020編集ＷＧ 委員 
 柏木健司, 教育・学生支援機構 アドミッションセンター会議 委員 
 柏木健司, 理学部 入試委員会 委員 
 柏木健司, 排水安全専門委員会 
 蒲池浩之, 研究推進機構 研究推進総合支援センター 自然科学研究支援ユニット 放射性同位元素実
験施設会議(６号委員) 
 蒲池浩之, 五福キャンパス放射線管理委員会(第２条第１号委員) 




 蒲池浩之, 理学部 教務委員会 委員 
 蒲池浩之, 理学部 教務委員会 教育実施部会 委員 
 蒲池浩之, 理学部 教育実習事前・事後指導 
 倉光英樹, 環境安全衛生マネジメント委員会 環境マネジメント部会 委員 
 倉光英樹, 環境安全衛生マネジメント委員会 化学物質管理部会五福キャンパス部会 委員 
 倉光英樹, 国際機構運営会議 
 倉光英樹, 理学部 国際交流委員会 委員長 
 倉光英樹, 理学部 自己点検評価委員会 委員 
 倉光英樹, 交換留学・海外派遣プログラム強化WG 
 酒德昭宏, ハラスメント相談員(男性) 
 酒德昭宏, 理学部 将来計画ＷＧ 委員 
 酒德昭宏, 理工学教育部修士課程理学領域部会教育委員会 委員 
 佐澤和人, 五福地区構内交通指導員 
 佐澤和人, 排水監視員 
 島田 亙 , 附属図書館運営委員会 委員 
 島田 亙 , 自然観察実習センター運営委員会 委員 
 島田 亙 , 立山施設 維持整備 
 田中大祐, 生物圏環境科学科長 
 田中大祐, 理学部 自己点検評価委員会 委員 
 田中大祐, 理学部 安全管理委員会 委員 
 田中大祐, 理学部 防火・防災対策専門委員会 委員 
 田中大祐, 遺伝子組換え生物等使用実験安全主任者 
 田中大祐, ファーマ・メディカルエンジニア養成プログラム実施委員会 委員 
 張 勁, 理工学教育部修士課程専攻主任 
 張 勁, 生物圏環境科学科 副学科長 
 張 勁, 理学部同窓会 学内理事 
 張 勁, 研究推進機構 研究推進総合支援センター 自然科学研究支援ユニット会議 
 堀川恵司, 理学部 就職指導委員会 委員 
 堀川恵司, 理学部 排水安全専門委員会 委員 
 横畑泰志, ハラスメント防止委員会 委員 
 横畑泰志, 五福地区安全衛生委員会 委員 
 横畑泰志, 動物実験委員会 委員 
 横畑泰志, 教育・学生支援機構 教職支援センター協力教員 
 横畑泰志, 理学部 教務委員会 委員 
 横畑泰志, 理学部 教務委員会 教育改善部会 委員 
 
■学士・修士・博士論文指導 
 学士  30名 
 修士  19名 
 博士 11名 
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